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目的 
本グループでは、小学生中・高学年の ASD 児を対象
に、月1回の療育プログラムを実施している。ASDの子
どもは社会的文脈に応じて自分の行動を調整することが

困難で、他者の感情を察して適切に反応することが苦手

であるといわれる。通常、同年齢の仲間との相互関係が

限定され、親密な友情関係を築くことが困難である場合

がある。2020 年度は、個人行動が多い傾向にある児童、
または特定の児童のみとの関わりが多い児童に対して、

周囲の児童との関わりを促進させるような療育プログラ

ムの開発を行ってきた。本研究では、11月～1月のプロ
グラムの中で、2 名の対象児が周囲の児童とどのように
関わるのかを、質的に分析・検討することを目的とする。 

方法 
本グループに所属している 5名（A〜E）のうち 11月
～1月の全プログラムに参加した2名（A，B）を対象と
した。これまで、A は特定の他児（C）との関わりが多
い児童、B は個人行動の多い児童だった。月 1 回、120
分の療育プログラムのなかで周囲の児童との関わりを促

進させる取り組みとして、3 ヶ月の連続したメインプロ
グラム「お店屋さんごっこ」を実施した。分析対象月は

2020年11月、12月、2021年１月である。表1に、各月
のメインプログラムの内容とねらいを示す。 

月 内容 ねらい

11月 お店をつくろう 計画を立てて遊ぶ

12月 商品を作ろう 友達と協力しながらものづくりをする

1月 お店やさんごっこをしよう店員とお客さんの役割を意識して遊ぶ

表1　分析対象月のメインプログラムとねらい

 
メインプログラム（40分）中の対象児の様子をビデオカ
メラで記録し、映像記録から対象児の関わり方を質的に

分析した。 
結果 

各月の対象児（A，B）の関わり方を表2に示した。A
は以前から特定児童（C）との恒常的な関わりが多くあ

るため、AとCの関わりは表2では省略している。 

11x 12x 1x
 

ii3f
���g

�1

M¡2�])m�>L

DNJA8<�5�3#

{"�#�D�YE��

��E¡)m)kzE

T!��5��#]5

2�

M¡)qE�!#��s

yu5�!#.��1�

4�

M�6E *�;N

94����CIL4

����%¡)mE\b

4�

M£Eed5r!#�#

.0����D20Z�

5��`��

¡

ii4�
���g

�1

M<=?B)SQ$GN

J5 10���%ED

1� )vE�!#GN

J5_5^2�

M¢E|-03#<7N

@)�X/[�n5�X

5W#\�#10���

�*`4�D��

M 10c+1503�

 )�5�2���$

U��%��2�

M Ec+1503#�

}t�1)ed5��E

O�# )vE�4�

��
F7LCK:HEE�52h�V)�41v

	��x*,%6C)w�5.)"41Eo#��-�P~*jD-

	RV)lp��*i�f����gD����*i���a�1���*i�f�a�1�  
考察 

	 本研究の結果より、対象児A,Bの関わり方に変化が見
られた。まず、Aでは 11月から Bを意識した行動がみ
られた。12月、1月には自発的なBやDへの関わりが見
られるようになった。次に、Bでは以前見られなかった
他児との関わりが11月〜1月にかけて見られるようにな
った。具体的には、ものを介した関わりや言葉による関

わりが見られた。また、グループ全体では11月以前は一
方向のコミュニケーションが多かったが12月、1月には
相互のコミュニケーションが増えたため、本プログラム

が参加児の他児との双方向の関わりを促進させたと考え

られる。これは、お店屋さんという設定の中で、参加児

の役割を明確にし、互いに意識することが参加児のコミ

ュニケーションの質に影響を与えたと推察される。以上

から、関わりが多くなるような場面を設定し、自然と児

童同士が関われるようなプログラム作りが重要であると

考えられた。今後は、安心して参加できる環境の中で、

児童の関わりのバリエーションを増やす工夫をしていく。 
＊本研究は立命館大学人間科学研究所の療育プログラム開発プロジェクトの一環

であり、立命館大学の研究倫理の指針に基づいて進められている。研究発表にあた

ってはプロジェクト参加児の保護者の同意を得ている。 


